
住所：富士市天間４００番地

氏名：トーヨーカラー㈱富士製造所
　　　　製造所長  　細川　優

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号：０５４５－７１－１５５２

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本工業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

別紙参照（１）

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

富士市天間４００番地

有機顔料製造［２０３６］・印刷インキ製造［２０５５］

　　静岡県知事　川勝　平太　殿

産業廃棄物処理計画書

トーヨーカラー㈱富士製造所

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

４９５人

資本金５億円

令和4年6月20日

令和４年４月１日～令和５年３月３１日



産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

排 出 量 398ｔ 524ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥 廃油

排 出 量 350ｔ 500ｔ

(第２面)

（管理体制図）
  別紙参照（２）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
【汚泥】製造工程、排水工程の改善を進め、排出量の削減に努める。
　
【廃油】３Rを継続して推進する。

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　汚泥：分級して再利用するものと焼却して再利用する物に分別
　廃油：機械油を水混入物と油のみに分別し、3Ｒを推進している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　汚泥：発生源改良の効果を確認する
　廃油：継続

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

（これまでに実施した取組）
【汚泥】発生源を改良し搬出量の削減を実施している。
　
【廃油】分別して３Rを推進し、搬出量の削減を実施している。
　　　　※工程変更による増加



産業廃棄物の種類 廃アルカリ 廃プラスチック

排 出 量 1820ｔ 204ｔ

産業廃棄物の種類 廃アルカリ 廃プラスチック

排 出 量 1400ｔ 195ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　廃アルカリ：自社排水設備での処理を年間通して平準化している。
　廃プラ　　：焼却物と破砕圧縮物に分別している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　廃アルカリ：他廃アルカリを成分分離して自社処理検討する。
　廃プラ　　：プラ・紙混合物を分別する取り組みを計画。

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

（これまでに実施した取組）
【廃アルカリ】    自社排水処理工程で一部処理を可能にした。

【廃プラスチック】紙類の資源ゴミの分別を実施した。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
【廃アルカリ】　　自社処理を2t/日に増やし排出量の削減に努める。

【廃プラスチック】原料容器の変更を検討し発生量の削減に努める。

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
  別紙参照（２）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



産業廃棄物の種類 金属くず 蛍光灯

排 出 量 4ｔ 0.22ｔ

産業廃棄物の種類 金属くず 蛍光灯

排 出 量 4ｔ 0.5ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

（これまでに実施した取組）
【金属くず】製造設備のサビのみで混合物は分別実施した。

【蛍 光 灯】LEDに切り替え継続中

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
【金属くず】廃棄する混合物の分別を継続し有価物を増やす。

【蛍 光 灯】LEDに切り替え継続中
　

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
  別紙参照（２）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



産業廃棄物の種類 廃電池類 木くず

排 出 量 0.06ｔ 98.1ｔ

産業廃棄物の種類 廃電池類 木くず

排 出 量 0.1ｔ 90ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
 木くず：無垢と合板の分別に取り組んでいる。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

 （これまでに実施した取組）

【木くず】輸入品積載パレットのプラパレ化を開始、一部実施。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

【木くず】輸入品積載パレットのプラパレ化を拡大する。

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
  別紙参照（２）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



産業廃棄物の種類 強酸 ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず

排 出 量 10.3ｔ 11.6ｔ

産業廃棄物の種類 強酸 ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず

排 出 量 11ｔ 15.0ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

（これまでに実施した取組）
今年度は廃酸が無くなり強酸が増えている。
今後、強酸搬出が微増になる。
ガラスくずが増える傾向にある。

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
【　強　酸　】開発品による発生が続く
　

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）
  別紙参照（２）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（令和３年度）実績】　　なし

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和３年度）実績】　　　なし

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

（第３面）

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量した産業廃棄物の量

自ら再生利用を行った産
業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り
減量する産業廃棄物の量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自 ら 再 生 利 用 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ



ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

【前年度（令和３年度）実績】　　なし

全 処 理 委 託 量

【目標】

ｔ
再生利用業者への処
理 委 託 量

ｔ

【前年度（令和３年度）実績】　　別紙-1、-2のとおり

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行った産業
廃 棄 物 の 量

ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分又は海洋
投入処分を行う産業廃
棄 物 の 量

ｔ

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

（これまでに実施した取組）

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

ｔ

ｔ

ｔ



ｔ ｔ

優良認定処理業者へ
の 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
へ の 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

②計画

再生利用業者への処
理 委 託 量

※事務処理欄

【目標】別紙-1、-2のとおり



産業廃棄物の一連の処理の工程　　　別紙参照　(１)

(排水処理工程へ)

図－１　　有機顔料の製造工程フローシート

　　（排水処理工程へ） 　

図－２　　印刷インキの製造工程フローシート

真空乾燥機

乾燥汚泥
図－３　　排水処理工程フローシート

図－４　　間接部門の廃棄物発生シート
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産業廃棄物の処理に係わる管理体制　別紙参照（２）

　1)　責任者の責務（産業廃棄物処理）

統括責任者 所属 ： トーヨーカラー㈱富士製造所　  役職　：製造所長

役

割

　2)　環境マネジメント組織図（廃棄物管理組織）

排出元リーダー
　（部門ＴＬ）　
　
管理部　環境安全課
生産技術部
品質保証部
生産管理部
顔料生産部
機能材顔料生産部
インキ生産部
技術部門
ＬＮＣ富士事業所
ＴＣＣ 富士事業所

環境管理委員会

廃棄物管理
担当

特別管理産業廃棄物管理責任者　　：管理部　環境安全課　廃棄物担当者
産業廃棄物管理責任者  　　　　　　　 ：管理部部長
廃棄物管理担当者　　　　                ：管理部　環境安全課

環境管理
委員会

・廃棄物処理に関する審議
　廃棄物の発生抑制、再生利用、中間処理、適正処理の推進、計画的な
　廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を審議する。
　委員長 　：環境管理責任者
　委員　　　：関連部門長、部会長
　事務局長：環境管理責任者兼務

省資源廃
棄物部会

・製造所の産廃物の発生から処分までの全体的把握を行うと共に管理組
　織に対しての指導、指示を行う。
・製造所で扱う原材料の効果的な使用及び工場から排出する廃棄物の削
　減に関する調査及び改善策の立案
・減量化、分別、再生利用及び省材に関する活動
・「ゼロエミッション」の継続

省資源廃棄物部会
省エネ部会

排出元
リーダー

・減量化、再生利用及び削減に関する調査と管理
・自部門で排出する廃棄物の分別回収に関する活動

廃棄物
管理担
当

・産業廃棄物処理計画書の作成
・製造所の廃棄物管理規則の作成と改廃
・産業廃棄物管理状況の把握と減量化改善策の検討
・処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理
・新規取引業者に関する委託契約の締結と管理
・産廃物及び特別管理産廃物管理票の交付と管理
・監督官庁への各種報告
・その他関係する事項

製造所長

法定管理者

環境管理責任者 プロジェクト

　富士地区部長会



＜ 別紙-1 ＞

廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ｱﾙｶﾘ 廃プラス 金属くず 蛍光灯
現状 チック 　

全処理委託量 398 524 1820 204 4 0.22

優良認定処理業者 398 522 1253 203 4 0
への処理委託量
再生利用業者へ 398 522 1820 145 4 0.22

の処理委託量
認定熱回収業者 87 468 0 1 0 0
への処理委託量

認定熱回収業者以外 80 54 1036 179 4 0
の熱回収を行う業者

への処理委託量

　・汚泥発生源を改良し削減

　・廃溶剤の有価化検討

　・廃プラ分別による有価化
　　

【目 標】 　　　　単位：ｔ
廃棄物の種類 汚泥 廃油 廃ｱﾙｶﾘ 廃プラス 金属くず 蛍光灯

計画 チック 　
全処理委託量 350 500 1400 195 4 0.5

　  　
優良認定処理業者 350 500 1200 190 4 0

への処理委託量
再生利用業者へ 350 500 1400 150 4 0.5

の処理委託量
認定熱回収業者 70 440 0 0 0 0
への処理委託量

認定熱回収業者以外 70 60 950 170 4 0
の熱回収を行う業者

への処理委託量

　・廃油を分別し、有価化への検討の継続
　　
　・廃プラ分別による搬出量削減

産業廃棄物の処理の委託に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【前年度（令和３年度）実績】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ｔ

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）
　・汚泥発生量の更なる削減への検討
　
　・廃アルカリの発生量の削減
　



＜ 別紙-2 ＞

廃棄物の種類 廃電池類 木くず 強酸 ｶﾞﾗｽ屑、
ｺﾝｸﾘｰﾄ屑
及び　

現状 　 陶磁器屑
全処理委託量 0.06 98.1 10.3 11.6

　
優良認定処理業者 0 0 10.3 11.6

への処理委託量
再生利用業者へ 0.06 98.1 10.3 11.6

の処理委託量
認定熱回収業者 0 0 0 0
への処理委託量

認定熱回収業者以外 0 0 1 0
の熱回収を行う業者

への処理委託量
（これまでに実施した取組）
・木パレットから樹脂パレットへの移行
　　
・木パレットの場内再利用
　
・蛍光灯からLED化への移行

【目 標】 　　　　単位：ｔ　　　　単位：ｔ
廃棄物の種類 廃電池類 木くず 強酸 ｶﾞﾗｽ屑、

ｺﾝｸﾘｰﾄ屑
及び　

計画 　 陶磁器屑
全処理委託量 0.1 90 11.0 15.0

優良認定処理業者 0 0 11.0 15.0
への処理委託量
再生利用業者へ 0.1 90 11.0 15.0

の処理委託量
認定熱回収業者 0 0 0 0
への処理委託量

認定熱回収業者以外 0 0 10.0 0
の熱回収を行う業者

への処理委託量

・蛍光灯からLED化への移行
　

産業廃棄物の処理の委託に関する事項
【前年度（令和２年度）実績】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ｔ

（今後実施する予定の取組）
・木パレット及び樹脂パレットの有価化の継続
　(有価化は再利用リユースしている)


